
太入の簡中000
沼津市立大岡中学校長  尾 崎 庸 夫

「親の背中を見て、子は育つ。」と言う。子どもたちにとって、周りにしヽる大人の

姿は、どんな背中であれ、子どもたちの 「見本」として写ることは間違しヽなしヽ。だ

から 「見本」としてどうなのか、子どもたちには、どんな 「背中」に見えてしヽるのか、気になって<る 。

簡単に人を殺(あや)めたり騎したり、信頼を裏切つたり…そのような事件が相変わらす続しヽてしヽる、

その度に 「なぜ、このような事件が一」と嘆きた<な るし、「人間は大丈夫なのか?」 としヽう生物とし

ての危機感を強<感 じることも少な<な しヽ。子どもたちの将来が気になつて仕力なしヽ。

人間社会が大事にしてきた 「信頼」が揺らぎ、「大人の無責任さ」を何とかしなければならない時代

になつてきた。なぜ、こんなに大人は無責任になつてしまつたのだろう?し つヽから、自の勝手な損得勘

定で動<狭 量な大人になつてしまったのか?

そこで、自のの子どもBき代を振り返つてみる。自のの周りの大人たちは、本当に大人だつた。話をす

る機会は少なかったが、それぞれの大人が、自劣の仕事に誇りを持ち、その仕事を大切にしていた。大

人としての自覚を持つて、その務めを果たしてしヽた。自のの子孫のためだけではなく、将来の世代のた

めにがんばってしヽた。そう自のには見えた…。「大人の背中」は、間違いな<そ う語つてしヽた…。

そして、子どもは、子ども時代を一生懸命生きてしヽた。『遊びをせんとや生まれけむ、戯れせんとや

生まれけむ。遊6 子ヽどもの声間けば、我が身さえこそ動(ゆる)がるれ。』と 「梁塵秘抄」にある如<遊

6 こヽとに真剣だった。遊ぶことが1士事だった。

同年代の子どもたちが群れて遊S 中ヽで 「人としての思しヽやり」や 「助け合しヽの心」、「お互しヽを大切に

思う気持ち」を育んできてしヽた。しヽじめや体罰はあつたとしても、子ども社会に 「良!いのブレーキ」は

働き、「みんなの笑顔」はそこかしこにあった。

今を生きてしヽる子どもたちにとって 「安bし て遊んだり生活できたりする環境を整えてやること。」

が、我々 「大人の務め」なのだろう。それは言しヽ換えれば、子どもたちが 「よ<学 び、よく遊ぶ」こと

のできる間 (B寺間 ・空間 ・仲間)を 確保してあげることだろう。そうやつて、子どもたちが明るしヽ未来

を描<こ とができる時代にしてしヽきたしヽと今さらながら強<感 じてしヽる。

かつての小学生は、放課後、学校で思しヽ切り遊び、寄り道をして遊びながら帰つた。家に帰つてから

も、近所には遊S 場ヽ所があり、一緒に遊6や仲間もたくさんしヽた。不審者がしヽても、あるこちに 「大人の

目」があって、子どもたちは見守られてしヽた。

今は、かつてと同じようにはできなしヽのかもしれなしヽが、東日本大震災時の日本人の姿は、日本人で

あることに誇りを持たせてくれたし、日本人の優れた部命を再確認させて<れ た。だから、我々は、「よ

<学 び、よ<遊 6ミ間」を確保してあげることはできるはすだ。末来を担う子どもたちが、健やかに育つ

てしヽ<社 会にしてしヽくために、我々は日々がんばれるはすだ。大人のがんばりで、子どもたちに希望を

与え、励ましてしヽくことができるはすだ。「大人の背中を見て、子は育つ」のだから…。



繋物訥周の防止
一  薬 物乱用防止キ ャラバンカーの学校訪間 ―

7月 3日 (水)・4日 (本)・5日 (金)の 3日 間、薬物乱用

防止キャラバンカーの学校訪間が行われました。五つの小学校

を訪問し、薬物乱用防止について学習する機会を提供しました

が、子どもたちの熱心に取り組む姿が見られました。今年度の実施校は次のとおりです。

7月 3日 (水) 1日 金岡小学校

7月 4日 (木) 午前 原東′」ヽ学校

午後 第二小学校

7月 5日 (金) 午前 第三小学校

午後 第五′」ヽ学校

学習の内容は、「キャラバンカー体験」 「 DVDの 視聴」

「講師による講話」の三本立てです。キャラバンカーの中

【キャラバンカー体験】

は、展示だけでな<、 タッチパネル式パソコンなど興味を |

持てるように工夫されてしヽました。子どもたちは、このす

べてを体験します。三つの違つた危度からの学習体験はと

ても効果的のように感じました。

参加した児童の感想です。

成 率

金岡′J 学ヽ校   工 藤 優 香

私は薬物乱用はよくなしヽとしヽうことは知ってしヽたけれど、ここまでくわしく知ったのは初

めてです。薬は人の|いをしはしヽして、人をおかし<し 、殺人までおかす物だと矢Bりました。

薬物はやめた<て もやめられなくて、自命以外の人にも危書を加える物だとも知りました。

しかも脳にものすごく悪いとしヽうことも、さそう時、甘しヽ言葉を使つてさそつて<る ことも、

断ることが隊要だとしヽうことも劣かりました。「1回 だけなら」としヽうその心が命取りで、1

回でもやってしまうと、げんちょう、げんかくも見えてとても危険な物だとしヽうことも知り

ました。7月 3日 は本当にきちょうな体験をありがとうござしヽました。

第五′」ヽ学校   曽 我 実 咲

票物がどれだけ危険なのかが良くのかつた。実際

にやってしまつた人のくるしみを理解して、私たち

も危険としヽうことをひろめていきたい。さそわれて

もしつかりことわることができる大人になり、自劣

たちより下の子も守れるようになれたらいしヽです。

【講師の講話】
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談
◎非行 ・不登校 ・発達 ・子膏て ・進路 ・対人関係な ど

青少年に関する面接相談。

◎相談および申 し込み受付 け時間 :

午前 9B書～午後 5時  月 ～金曜 日 (視祭日を除 <)

◎相談申 し込み :951-3440

平 成 25年 6月 ・ 7月 の 状 況
6・ 7月 には新 た に申込みが あ つた 16件 (6月 11件 、 7月 5件 )を 含め、

48件 (延 べ相談回数 290回 )の 相談 に応 じま した。

1.相 談 内容剛新規相 談件 数

2.相 談対象者副

3。 今年度の新規相談受付状況

受付件数     25件  (前 年 同期  16件 )

相 談 内 容 別

ブトイ子 不登校 発達・子育て 進路 ・適性 対人関係 その他 合  計

6月 O 8 2 0 O

7月 ① 2 3 ① O ① 5

幼 児 小学 生 中学生 高校生 少年 一般成人 合 計
々

6月 0 4 6 0 O

7月 ① 4 0 ① O 5

相 談 対 象 者 別

高校生
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4.6・ 7月 に応 じた相談件数 (新規相談十継続相談)

5。 6'・7月 の相談 回数 (48件 の相 談 に要 した延 べ回数 )

月 性剛 面 接 訪  問 その他 合  計

6・ 7月

男 8 8 1 4 5 5 1 5 7

女 7 9 l① 4 4 1 3 3

計 1 6 7 2 4 9 9 29①

相 談指 導 学級 超も曲 9&ed隊 く野 1学 級担当 999鋼 鋼 ,999

6月 、7月 の通級生の状況は、4月 、5月 と変わりありません。

学級では、基本的に午前中は学習活動、午後は倉」作活動 (火曜日のみスポーツ)と しヽう日課になって

しヽます。学習活動は、45分 の単位で2単 位行つてしヽます。学習活動への取り組みはますます真剣味が

増 してきました。学習力法に支援を要する生徒もしヽますが、ほとんどは自合で課題を見つけて進めてしヽ

ます。自玉的に取り組んでしヽる姿にすばらしさを感じます。現在中学生だけですが、進路選択がそう遠

<あ りません。自のの進路も者えながら、確実な成長をしてほししヽと願つてしヽます。たとえ少しすつの

歩みでも ・・・・・。

体験活動はばたきは、自劣の将来の目標をしっかりしたものにするための高校見学、生活体験として

の調理実習、農耕体験として5月 に自のたちの手で植え付けしたさつましヽも畑の除車作業等々実施しま

した。どの活動も決して楽なものではなく、充実感 ・達成感等が十劣味わえる活動であり、体験を通じ

て、各々が何かを学び取り、これからの社会生活に生かして<れ ればと願つてしヽます。

文]   壕東 l性局」 ヲト  イ子 不登校 子育て・発達 進路・適性 対人関係 その他 計

幼  児
男

女

小学生
男 2 5

女 5 7

中学 生
男 1 0 4 1 4

女 1 3 2 1 5

高校生
男

女

2

少  年
男 2

女

一般成人
男

女 0

計
O 1 4 6 3

1

① 24

240 1 5 7 0

男女 含 計 O 2 9 1 3 2 4 O 4 8



電話相談
一

～

予

衛.δP 平 成 25年 6月 ・ 7月 の 状 況
“'(イ1、卜ヽ

6月 に は 228件 、 7月 に は 170件 の 相 談 が 寄 せ られ ま した 。

(前年 6月 :222件 、前年 7月 :155件 )

6・ 7月 の相談状況

相談内容別件数

◎非行 ・不登校 ・発達 ・進路 ・対人関係な ど青

少年 に関する相談。

◎相談時間 :午 前 10時 ～午後7時  月 ～金 8窪日

(視祭 日を除く)

◎愛称 :や まび こ電話 951-7330

相談対象者別件数

2.今 年度 の電話相談受信件 数状 況 (平成 25年 度 )

総件数    1,000件 (前年同期  758件 )

(1)相 談内容別

非行     2

不登校     3

葉羊――
¬ 105

性      1 5

進路 ・適性   2

対人関係    5 5

学校生活    3

含 せ ほか   1 0 9

軍t幼児      O

小学 生      1 4

中学 生      2 6

校 生      6 1

少年       0

大学専門生    0

-般 成人     7 7

不 明    2 2 0

内 容 ヲトイ子 不登校 発 達 性 進路・適性 対人関係 学校生活 間合せほか 無 言

件 数 2 4 252 35
命
乙 130 349

(2)相 談対象者刷

内 容 乳幼 児 小学生 中学生 高校生 少 年 大学専門生 一般成人 不 明

件 数 0 28 39 186 2 140 604
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第一の矢は 「野辺地のこかぶ」。青森県野辺地町は本州の北、最果ての地である。夏でも冷たいや

ませが吹き、稲の実がよく育たない。この地に生まれた農民は、堀[上の貧ししヽ気候風土を恨んだに

違いない。しかし農民たちは、この寒冷な土地にあう作物はなしヽかと考えた。そしてたどり着しヽた

のがカブである。カブはもともと蚤野菜。このカブを夏に作るのだ。その目論見は当たり、今や高

級ブランドである。一見不利な条件を逆手に取つた 「野辺地のこかぶ」。子どもの教育にとって示唆

するところ大である。

第二の矢は 「郡劣と全体」。一人の人間にはさまざまな侵」面がある。その一部を取上げて、全体で

あるかのような見方をしてはならない。象の鼻は網くて柔らかだが足は太<て 硬しヽ。当然ながら、

人間は象よりすつと複雑である。子どもの欠点を見つけたとき、そのことだけに目を奪われてはな

らなしヽ。その欠点は無数にある属性の一つであつて、人格の全体ではなしヽ。「郡角と全体」を見極め

て、子どもの司能性を伸ばしてやりたしヽ。

第三の矢は 「子育てのツケ」。長年教師をやってしヽると、本人よりも親の問題、と思わされること

がある。幼少期の子育てにつしヽてである。若しヽ夫婦は子どもができれば毎日夢中で、家庭生活は子

ども中心に一変する。子ども司愛さに、子どもの顔色が気になる。しかしその子はいつまでも世界

の中心であるはすがな<、 これに気づかぬまま思春期を迎えると様泉な問題が生じる。反対に、幼

少期に受けた,いの傷は、必す層来に傷あとを残す。ものの考え力や感覚は成育過程で培われ、ひと

たび形成された感性は変わることが難ししヽ。「子育てのツケ」は子どもが思春期になってから、親と

教師が力を含わせて払うのである。

以上の 「子どもを見る目 ・三本の矢」、はたして親と教師の心を劇ることができますか。

1.少 年補導委員の延べ参加人数 (6月 ・7月 )

区局」 市職員 教  員 地区補導委員 女性補導委員 母親補導委員 警察関係 総  数

人数
6月 9 1 2 330 1 0 5 0 366

7月 7 8 206 8 8 2 239

2.補 導回数 ・補導状況 (6月 ・7月 )

3.平 成25年 度 4月 からの補導活動累計

補 導 回 数 声かけ

注意 ・指導

事 後
し
日 導

午前 午後 夜間 計 学校 ・親等へ連絡 他機関へ連絡

6月 2 35 48 75 0 0

7月 2 7 1 6 25 97 O 0

補 導 回 数
延ベ

参加補導委員数

声かけ

注意 ・指導

事 後 指 導

学校 ・親等へ連絡 他機関へ連絡

145 1106 358 0 O
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6月 ・7月 の街頭補導少年の学職別状況 (中央補導 ・地区居」補導)

この期間は、夏休みとしヽうことで街には小 ・中 ・高校生の姿がたしヽへん多くみられました。4・ 5月 同様
ゲームセンターヘの入場が多しヽ状況ですが、昼間の入場が多いのがこの期間の特徴です。なお、夏休み中
は、各種の特局」な補導へのご協力ありがとうござしヽました。

性

別

小
学
生

中
学
生

高
校
生

そ

の
他
学
生

有
職
少
年

無

職
少
年

計

四
一周
一か
ら
一の
十

■
■
累
一計
十
■

行

為

種

局」

飲 )酉
男 O

女 O

喫 煙
男 0

女 O

夜 FDS は  し  ヽか  しヽ
男 4 3 7 8!

女 2 2

不 良 一父 反
男 O

女 ①

怠 学 ・ 怠 業
男 O

女 0

ゲ ームセ ンタ ー入場
男 25 36 1-26

女 2 2 7 組

パ チ ン コ 店 入 場
男 0

女 0

カ ラ  牙  ケ  店 入場
男 O

女 0 1 4

自 転 車 の 暴 走 行 為
男 0

女 ①

自 転 車 の 二 人 乗 り
男 2 8 l① ■01

女 4 4 一４

自 転 車 の 無 灯 火
男 6 6 一９

女 2 17

危 険 な 遊 び
男 1 2 1 2 lill112

女 6 6 6

そ の 他
男 4 20 24 3 5イ 77‐ i

女 3 6 1 6 25 43■

計
男 4 37 78 O 3 O 122 ■252

女 5 1 4 31 0 0 0 50 ■■06

男 女 □ 計 9 51 109 ① 3 ① 172

事

後

予旨

導

家庭 ・学校 ・職場へ連絡
男 0

女 O

他 機 関 へ 連 絡
男 ①

女 O

計□ 0 0 0 ① 0 O ①

7



市内小中学校から市教委に寄せられた 1学 期の不審者情報の件数は、下記の通りです。

4月 (1件 ) 5月 (5件 ) 6月 (5件 ) 7月 (8件 )の 計 19件

このうち下半身露出が 11件 。浮島2、 沢日3の 5件 は、しヽすれもバイクに乗つた男が近づき下

半身を露出する事件で同一犯の司能性もあります。その他大岡、今沢、原、静浦、金岡、第五校区

でも露出狂が出てしヽます。

原校区では、中2の 女子がカッターを突き付けられ首を絞められたとしヽ

う凶悪な事件もありました。静浦でも不審な男が声をかけたり露出したり

する事件が3件 ほど、駅北でも声差卜けが2件 報告されています。学校では、

児童生徒に注意をB平びかけ、警察とも連携して対応にあたってしヽます。

なお、今、高校では携帯のラインを使う生徒が多く、お互しヽを言):講中傷

して生徒間の交反関係の トラブルに発展する事件が多く起こってしヽるよう

です。

日  程 活動 (行事)予 定 日  程 活動 (行事)予 定

9月 13日 (金)

9月 l① 日 (火)

19日 (本)

25日 (水)

第3回 補導委員会代表者会

【体験活動はばたき】

倉」作活動

富士山周辺体験見学

福祉体験

10月 3日 (本)

24日 (木)

30日 (水)

畑の除車 ・軽スポーツ

教養活動体験

キャンプ

(～11月 1日)

※天候等諸事情により、変

更することがあります。

―の凝調媛勲遭(9月・10月の主な瀧帰0

ERる い 子 ど も が 育 つ 孝 ぢ

青少年健全育成シンボルマーク

青少年を、優 し<温 かしヽ心で包み込むという思しヽから、右侵」は笑顔、

左倶」は手のひら、全体はハー ト (1い)を 表してしヽます。

青少年健全育成都市宣言 (昭和55年 )

あι'きつで ひろガ落 勲 脅 勉域の癖
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